
３．今後のスケジュール

市川市こども計画の策定について
１．前回会議での主な意⾒

・少⼦化の⼀因である⾮婚化へのアプローチを
→結婚へのアプローチの検討

・⽣活の安定を確保することが必要
・安定した雇⽤（常勤雇⽤）の確保が重要
→⼦育て世帯を取り巻く⽣活環境の安定

・⼦どもの居場所、気軽に相談のできる場所の検討
→⼦どもの居場所づくりの推進

※参考 前回資料市川市の課題に対する意⾒

・アンケートだけでなく、直接意⾒を聞くことが重要
・⼦ども意⾒聴取のため、適切なインプットを⾏うこと
・⼦どもの意⾒に対する回答には、将来につながるような⼯夫が必要
・⼦どもの意⾒を聞く⼤⼈の教育（研修）も必要
・若者の意⾒聴取に関し、どのような⼦育てをしたいか、⼈⽣プランを作って
いくのか、多様な選択肢の中で検討できるような意⾒聴取がのぞましい。

⼦どもの意⾒聴取に対す る意⾒
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第1回会議
（今回）

第2回会議
①市川市こども計画
諮問

②意⾒聴取概要

第3回会議
①意⾒聴取結果
報告

②計画素案審議

第4回会議
①計画案審議

第5回会議
①最終審議
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への意⾒聴
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法の検討

・⼦ども・若者への意⾒聴取実施

・計画素案の策定・事業の検討

審議を踏まえた計画の修正 パブリックコメント
実施

資料１

２．計画策定の⽅向性
〇 市川市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画、市川市貧困対策計画の

内容を盛り込み、統合・⼀元化した計画を策定する。

〇 上記の、課題への対応及びこども・若者の意⾒への反映について
検討したうえで、令和6年度内に計画を策定する。

これらを踏まえ、計画策定を進める


